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ないのである。神奈川大学に滞在している間に、私は
1900年代から1945年に作成された韓国人移民に関す
る主要な資料を探し求めた。見つかった公式文書からは、
韓国から日本に渡った移民の数、日本への移住の行程、
韓国人労働者の日本における分布、韓国人移民の生活お
よび労働環境、地域ごと（東京、神戸、大阪、京都など）
の韓国人移民の労働および社会的・政治的活動の記録、
伝記による韓国人移民史などの情報が得られた。
　韓国女性労働者の手掛かりが含まれた資料もいくつか
はあるが、近代前期の日本における韓国女性に関しては
散発的な記録がわずかに残るだけである。私にできる唯
一の方法は、さまざまな資料に散在する断片的な痕跡を
つなぎ合わせて、こうした女性たちの歴史的な位置付け
を発見することだ。歴史を再構築するのは本当に大変な
作業である。歴史に埋もれたこれら多くの女性たちは、
歴史的プロセスを経験してきた時代の証人でありなが
ら、何も語らず存在が目に見えないのでなおさらだ。さ
らに彼女たちは自身の人生の主体者であったはずだが、
その存在は隅に追いやられ、権力あるいは中央の観点か
らは無視されてきたのである。
　私のリサーチは、歴史の周辺に追いやられた「他者」
を追跡する試みの一つである。神奈川大学日本常民文化
研究所非文字資料研究センターで個人プロジェクトを遂
行し、私は貴重な時間を過ごすことができた。このプロ
ジェクトに際し、物心両面で全面的なサポートをしてく
ださった同センターの先生、スタッフ、チューターの皆
様に心よりお礼を申し上げたい。

英語、中国語でいただいた招聘レポートは、　

事務局で日本語に翻訳させていただきました。

　私は2011年 12月 7日から21日までの15日間、神
奈川大学日本常民文化研究所非文字資料研究センターに
おいて、短期研究プログラムに参加した。私の研究テー
マは「近代前期（1900年代～1945年）に日本に渡っ
た韓国女性労働者について」である。
　近代以前、ほとんどの文明社会において、伝統的に女
性は人目につかない家庭の領域にとどまっていた。韓国
の場合、強い儒教思想と家父長制度の下、女性は日常的
に独りで自由に外出することを許されず、特に上流階級
の女性は自由な外出ができなかったと言われている。一
方、20世紀初頭の韓国では、女性が故郷や家族を離れ、
新たな生活を求めて大都市への移動を始めていた。
　女性たちが都市部に移り住んだのには二つのパターン
がある。一つは教育のため、もう一つは労働のためであ
る。私が関心を持っているのは、恵まれない階級から、
仕事や新たな生き方を求めて都市に移り住んだ女性たち
のことである。こうした女性たちは、伝統的な女性の生
き方、あるいはへき地の厳しい貧困からの脱却を試みた
のである。西洋の近代性が、へき地の恵まれない階級の
女性たちにどのように浸透していったのか、私はそこに
注目した。
　植民地時代の韓国で、女性の人口の約4％が仕事を求
めて農村部から都市部へ移り住んだと言われている。そ
の時代に都市に移り住んだ女性の数はそれほど多くはな
いが、割合でいえばそれは決して小さくはない。なぜな
ら教育目的で都市部に移り住んだのは韓国の女性人口の
1％未満であったからである。さらに、移住した女性の
中には、日本や中国などの外国に移り住んだ人たちもい
た。当時の韓国は植民地ではあったとはいえ、恵まれな
い階級の女性たちは、資本を追って、あるいは新たな生
活を求めて、国境を越えるという危険を冒したのである。
　植民地時代に仕事を求めて日本に渡った女性たちは、
主に紡績工場などの工場労働者になったか、レストラン
のエンターテイナー、またはカフェやバーのウエートレ
スになったことが知られている。しかし、当時の日本に
渡った韓国女性の歴史的足跡をたどるのは容易なことで
はない。そもそも女性労働者に関する明確な公式記録が

近代前期に日本に渡った韓国女性
の足跡を探して

徐　智瑛
（ブリティッシュコロンビア大学）
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は「ある意味、大陸出身留学生の生活は、台湾人留学生
より優遇されていたとは言い難い」と話した。組織をま
とめるにあたり、貧しい生活のせいもあるが、過労で亡
くなった大陸留学生幹事も数人いた 4。1945年 12月中
旬、大陸出身留学生組織である「中華民国留日学生東京
同学会」がようやく発足した。

２．二つの留学生組織の合併

　1946年に入ると、二つの留学生組織を合併する問題
が浮上した。台湾人留学生であれ大陸出身留学生であれ、
「留学生」である。曾ての敵国で何を習ったか、そして
祖国・中華民国に対しての「忠誠心」はどうなっている
のか、これらの疑問を持つのは、戦争に惨勝した中華民
国政府にとっては、当然のことであろう。老人もこれに
ついては「留日生活経緯の説明と忠誠を誓わせることは
必要なことだった」と説明した。1946年 2月、合併に
原則的に合意したところで、大陸出身の留学生たちは国
民政府教育部宛に「中華民国留日同学総会」の名義で手
紙を送った 5。これはおそらく、個人で説明するより、
組織団体だと対話が進みやすいと考えたのであろう。
　ここで提起したいのは、二つの留学生組織が合併する
際、大陸出身の留学生と違い、台湾人留学生たちの身分
は曾ての「日本帝国臣民」から「中華民国国民」へ転換
することになったが、それは決して容易なことではな
かったという点である。歴史的な経緯もあるため、政府
と、抗日戦により日本軍を「追い出した」当時の政府を
敬っている大陸出身の学生は、台湾人留学生を簡単に受
け入れようとはしなかった。さらに言語の壁もあった。
郭氏の記憶によると、当時は、台湾人たちが学生寮内で
話す言葉はだいだい日本語か台湾語だったらしく、帰国

1．中国人留日学生組織の結成

　対面した78歳の郭氏は、かなり活発な性格と温厚な
人柄が印象的であった。彼は「戦争終結直後は、日本各
地にいる中国人華僑・留学生たちにとって組織を結成す
ることがなによりの急務だったが、東京でも神戸でも組
織化に最初に動いたのは台湾人のグループだった 1」と
語り始めた。これは「結成」というよりも、日本に対す
る愛国心や忠誠心に反発したことで、日本政府から弾圧
された台湾同郷会の再結成に近いものであった。最初に
台湾人留学生組織は、台湾同郷会の学生部としての形を
ある程度揃えた。しかし、1945年 9月、日本在住の台
湾人たちが、明治学院大学で台湾同郷会の成立大会を開
催したものの、まもなく内部分裂があり、統一性のある
同学会はできなかった 2。しかし、中心となるメンバー
は基本的に揃った。このような背景があり、一ヶ月あま
りの準備期間を経て「台湾学生連盟」が結成され、機関
紙「龍舌蘭」の発行や各部門の具体化、名簿の作成など
の活動を始めた 3。
　その一方、大陸出身者たちはそれぞれの政権の崩壊や
他の原因により、戦争中には帰国せず、戦争終結直後に
改めて相互の連絡を取ったが、組織化を進めることは容
易なことではなかった。まず政府当局に戦時中の生活の
経緯を説明し、配給と救済金受給のために、合法的な身
分を取得しなければならなかったことを考えると、老人

コ 派遣レポートラ ム

帰国した華僑・留日学生が語った戦後初期における
在日中国人留学生組織の結成―東京を中心に―

田　遠
（外国語学研究科中国言語文化専攻　博士後期課程）

 名前 派遣先 派遣期間

 田　遠 北京師範大学文学院　民俗学与文化人類学研究所 2012年 3月 1日～3月21日
 李　徳雨 浙江工商大学　日本文化研究所 2012年 3月 5日～3月25日
 于　洋 ブリティッシュコロンビア大学　アジア学科 2012年 3月 8日～3月23日
 白　莉　莉 ハイデルベルク大学　クラスター 2012年 5月 2日～5月22日

1　2012 年 3月　郭氏のインタビューより
2　2012 年 3月　廖氏のインタビューより
3　 林連徳　「中国留日学生総会側記」―『建国初期留学生帰国
記事』　P400-401 中国文史出版社　1999 年

4　『中国留日学生報』1952 年 3月号
5　2012 年 3月　郭氏のインタビューより
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お客が食べ残すくらいの
量の食事を提供すること
がマナーとして知られて
いる中国では元より生ご
みに関して寛大な印象が
あった。
　中国杭州における食生
活の変化はどこでも簡単に見ることができる。お茶中心
の飲料文化は路上でテイクアウトのコーヒー文化にとっ
て変わられ、和食、韓食などの多国籍料理店などではそ
のような変化像がよくみられる。近現代化以降、文化開
放され、フランチャイズ店やファストフード店の登場で
多様化する食生活の中に共存する彼らの伝統文化、また
多くの人口が消費する食糧とそれに伴う生ごみが社会的
問題化されていること、このような風景が中国における
食生活の変化の一断面を見せてくれる一例として、今後
の食生活の研究において多くの示唆を残してくれた派遣
研究であった。

彼らはなぜ屋台で食べているの
だろうかという疑問があったの
で、数時間ここに滞在し、彼ら
と一緒に食べてみて、彼らの表
情を見て、話を聞いてみた。ほ
とんどの人の反応は、低価格で
あること、そして簡単な食事と
しては味がいいとのことだっ
た。一方で小吃料理から出た生
ごみを処理するのに奔走している姿も見えた。全部食べ
きることなく、少し残していた姿が多く見られたが、こ
れは中国人が料理を消費する１つの習慣を確認すること
ができる機会になった。近現代化以降の食生活は、急激
に変化しながら、世界的に生ごみ処理の問題が発生し、
生ゴミをどのように処分するかの問題で悩んでいる。そ
して消費意識の教育、社会運動など、さまざまな角度か
ら改善点が要求されている。このような問題は中国も同
じ状況にある。お客を招待して食事を持て成す際には、

スキモー、そしてフランスとイギリスの侵入民族の伝統
という 2 つの要素を含んでいる。2 つの民俗は別々に発
展するが、ある程度相互に影響する。このような民俗研
究の大部分はインディアン、エスキモー、フランス系カ
ナダ人の民話を記録してなされ、残りは英語とゲール語
の民間伝承の分野に及んでいる。カナダの主要な集団の
伝統を反映したものは、1. 先住民（ネイティブインディ
アン、イヌイット）、2. フランス語（カナダ）、3. アング
ロ・カナダ（英語、アイルランド語、スコットランド、
ウェールズ）、4. ほかの民族グループの 4 つの種類の民
話を含んでいる。20 世紀後半以降、カナダの民間伝承は、
世界中の 70 以上の異なった伝統にそのルーツを持って
いる。
　バンクーバーは北アメリカ第 3 番目の海港都市であ
る。日系と中国系の移民もおり、地元の伝統文化は日本
文化と中国文化のような外来の異文化を融合している。
例えば市中心のチャイナタウンはカナダの多元文化の代
表的な要素と考えられる。チャイナタウンは、様々な世

　2012 年 3 月 8 日から非文字資料研究センターの若手
派遣研究者としてカナダのブリティッシュコロンビア大
学アジア学科を訪問し、バンクーバーとスティヴストン
への調査をする機会を頂いた。今回カナダの多元文化と
民俗、特に、移民文化を体験した。さらに、和歌山県の
漁民がスティヴストンへ移民した歴史に注目し、地元伝
統文化と外来の異文化との融合の現状を探ることにし
た。

１　カナダ文化と民俗

　カナダには多種類の民族がいるため、多種文化を持つ
国である。原住民を除くと、ほかの人たちはすべて外来
移民であるため、移民の国と言われる。政府は移民に自
分の文化、伝統と言語を維持させたため、この多元文化
はうまく発展した。1945 年以来、アジアの日本や中国
などの国からの移民もカナダの多元文化に深く影響を与
えてきた。
　カナダの民俗は原住民の民俗伝統とインディアンとエ

カナダの多元文化及び日系人の移民
于　洋

（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）

吳山広場の小吃文化

家庭食

というのが郭氏の感慨であった。日本の敗戦当時、中国
自体が従来の「政権」（日本統治下の台湾復帰、満州国、
汪精衛政権などの傀儡政権の崩壊など）を大きく変動さ
せることになり、それは日本にいた中国人華僑・留学生
にとって大きな試練となって降りかかってきた。在日中
国人社会の変貌も戦後の外国人登録や戦勝国民特配など
により加速し始めた。その中で、知識人としての中国人
留日学生の動態は、今日に至る日本と中国（中華人民共
和国、中華民国）との関係の一つの原点として注目され
るべきだと思う。

後、仕事の際もお互いに日本語で話したということであ
る。また、台湾出身者は連合国人として取り扱われてな
いため、戦後出された「連合国人及び中立国人、無国籍
人に対して食糧の特別配給制度」の対象外になり、「中
華民国国民」という身分を入手しないと配給がもらえな
いという問題も抱えていた。そのため、当時、東京同
学会と合併することについては、台湾留学生連盟のほう
が急いでいた。これらの問題は両組織合併後にもずっと
絡まっていたようだ。「一言で言うとね、私は『戦後初
期には、大陸出身の方でも、台湾留学生でも、迷迷糊糊

（ミーミーフーフー　混沌）』としか言えない状態だった」

近・現代化に伴う中国杭州の
食生活変化の断面

李　徳雨
（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）

　2011 年、非文字資料研究センターから嬉しいニュー
スが届いた。それは、私が派遣若手研究支援の一環とし
て、派遣研究員となることを許可された通知書であった。
韓国から日本に留学をしている私が、中国で 3 週間の派
遣研究を行える事になったのである。2012 年 3 月 5 日

（月）から 3 月 25 日（日）まで、中国浙江省にある浙江
工商大学の日本文化研究所に「近・現代化に伴う食生活
変化の研究」というテーマで訪問することになり、王勇
教授、陳先生など、現地の先生とチューターさんのお陰
で、中国の食生活を体験し、調査することができた。
　筆者は韓国・日本の食生活に関心を持っており、特に
近代化以降、変化した食生活にフォーカスして研究して
いる。今回、中国の事例は日韓の事例とは別の研究テー
マとして、また東北アジアの一つの国として、日韓中の
相互理解をするために、距離的には近いが異なる食文化
であること、またその変化の研究を比較するために中国
という国を選択した。
　浙江工商大学は上海から車で 2 時間ぐらい離れた杭州
という所にあるが、筆者が訪問した日本文化研究所は、
さらに杭州市内から 1 時間ぐらい離れているところの
下
シャーシャ

沙キャンパスにあった。杭州は南宋時代の首都で「西
湖」と呼ばれる自然遺産があり、中国人が人生の最後に
住んでみたいというような観光地でもあり、環境的に安
定している場所である。また龍井村という中国最大の茶
葉生産村があり、中国で唯一のお茶博物館がある。お茶

というのは単に食事の後の飲み物としてのものだけでは
なく、食生活の余裕を楽しめる嗜好飲食として、中国食
文化の代表的な特徴であるといえる。また地域別に、味、
栄養、香辛料などに差がある中国で、南に位置している
杭州は、王様、貴族の料理から一般の庶民料理まで多彩
な種類の料理があり、杭州の食文化の特徴であるといえ
る。特に杭州の名物として乞食鶏（Beggar's Chicken、
叫化 ）、東坡肉（ 坡肉）、西湖の淡水魚料理などは、
杭州食生活の特徴がよくみられる食べ物である。
　今回の派遣研究を通じて得られた大きな収穫は、実際
の中国人の家庭を訪問し、彼らの食生活を体験してみた
ことである。3 月のある日、A さんの家の夕食会に招待
された。 A さんの家では、主に夫が料理を担当し、招
待された８人くらいの友人たちと一緒に夕食を食べさせ
て貰った。中国の多くの食べ物を食べてみることができ
る機会でもあったが、それよりも彼らがどのように料理
を準備し、どのような話をしながら食事をしているのか
に非常に興味があったが、食卓では彼らの考えなども感
じることができ、非常に意味がある席となった。
　また 吳山広場（吴山广 ）という所の小

シャオチー

吃文化（屋
台料理）は、日本、韓国とは違う庶民の食生活をのぞく
ことができた機会であった。びっしりと並んでいる屋台
のような店で様々な食べ物を選んで真ん中のテーブルで
食べている人々、また日本や韓国では簡単には食べるこ
とができない様々な食材で調理された料理を観察した。




